
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンドレスフィルタベルトと、前記エンドレスフィルタベルトに固体液体混合物を供給
する手段と、周囲圧力に比して低い圧力を発生させる負圧装置に接続され、前記フィルタ
ベルトの下方に配置され、前記フィルタベルトと共に移動し、前記エンドレスフィルタベ
ルトを支持する少なくとも１つのサクションボックスと、前記サクションボックスに接続
された排出手段とを具備し、前記サクションボックス中に前記低い圧力と周囲圧力とを交
互に発生させるための制御手段を前記サクションボックスに接続した、固体液体混合物か
ら液体と固体とを分離するための分離装置において、
　　　　前記サクションボックスの 少なくとも一側に定置形負圧ボックスを配
置し、前記サクションボックスに、前記負圧ボックスと共働する接続手段を設け、
　　　　前記接続手段が、前記負圧ボックスに設けたスロット状開口と、前記サクション
ボックスに設けた接続部を備え、該接続部が前記スロット状開口に貫入した状態で前記ス
ロット状開口の長手方向に移動することができることを特徴とする分離装置。
【請求項２】
　互いに共働する密封手段を前記サクションボックスの接続部と前記負圧ボックスのスロ
ット状開口との間に設けたことを特徴とする請求項１に記載の分離装置。
【請求項３】
　前記サクションボックスを ためのリセット手段
が、さらに設けられていることを特徴とする請求項１又は２のいずれかに記載の分離装置
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。
【請求項４】
　前記リセット手段がピストン・シリンダユニットであることを特徴とする請求項３に記
載の分離装置。
【請求項５】
　前記サクションボックスが、それと共働する軌道輪転又は滑り軌道によって案内される
ことを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の分離装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
　本発明は、エンドレスフィルタベルトと、前記エンドレスフィルタベルトに固体液体混
合物を供給する手段と、周囲圧力に比して低い圧力を発生させる負圧装置に接続され、前
記フィルタベルトの下方に配置され、前記フィルタベルトと共に移動し、前記エンドレス
フィルタベルトを支持する少なくとも１つのサクションボックスと、前記サクションボッ
クスに接続された排出手段とを具備し、前記サクションボックス中に前記低い圧力と周囲
圧力とを交互に発生させるための制御手段に前記サクションボックスが接続された、固体
液体混合物から液体と固体とを分離するための分離装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　このような装置は、オランダ特許出願第７２．１０５４１号明細書から公知である。
【０００３】
　この公知の装置では、サクションボックスが、ホース式接続により負圧装置に接続され
ている。これに起因して種々の欠点が発生する。ホースの横断面寸法の範囲が制限されて
いるので、ホースにより吸込まれてホースの中を貫流する空気及び液体の流量も、制限さ
れる。ホースは曲げられるので、フィルタの移動方向に対して横方向に望ましくない力を
発生させる。これは比較的大きな力であり、サクションボックスが移動する間、変化する
。その上、ホース材料すなわちゴムに起因して、これに高温を加えることが不可能である
。最後の欠点は、ホースと結合手段との重量に起因して往復運動質量が比較的大きいこと
である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明の課題は、前述の欠点を除去することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上記課題は本発明により、前記サクションボックスが少なくとも一側において、定置形
負圧ボックス内に収容され、或は定置形負圧ボックスと境界を接し、前記サクションボッ
クスには、前記負圧ボックスと共働する接続手段、例えば前記一側に設けられた開口、或
は前記一側から突出した接続部を設けられていることにより解決される。
【０００６】
　定置形負圧ボックスはサクションボックスの側方に配置される。これによって、サクシ
ョンボックスとこの負圧ボックスとの間を連通させるのにゴムホースが不要となる。本発
明の１つの有利な実施例によれば、例えば、前記負圧ボックスにスロット状開口を 、
前記サクションボックス 、このスロット状開口に貫入した状態で共に同開口の
長手方向に移動できるようにした。このことにより、往復運動の間に移動する質量は、サ
クションボックス自身の質量に制限される。

その上、分離すべき混合物の温度が接続手段の材料によって制限されること
がない。更に、サクションボックスの接続部の横断面の寸法を決定する際、吸込まれて貫
流する空気及び液体の流量が制限されないように横断面の寸法を選択することができ、分
離装置の能力を希望通りに選択できる。
【０００７】
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　サクションボックスの、移動する接続部のいずれの側においても前記スロット状開口を
閉鎖するためには、互いに共働する密封手段を前記サクションボックスと前記負圧ボック
スと 。
【０００８】
【実施例】
　次に本発明を、図面を参照して更に説明する。
【０００９】
　本発明の分離装置は、駆動ローラ２，３にかけ渡されたエンドレスフィルタベルト１を
有する。供給ホッパ４から、固体材料と液体との混合物が、分離のためフィルタベルト１
の上に供給される。同フィルタベルト１の下方にはサクションボックス５が配置され、同
サクションボックス５の上面には、選択された網目幅を有する格子６ 。サクショ
ンボックス５は、弁７，８を介して真空発生手段（図示せず）に接続されている。フィル
タベルト１の上部終端で、分離済み物質は、排出手段９を介して送り出される。
【００１０】
　サクションボックス５に連結されたピストン・シリンダユニット１０が、サクションボ
ックス５に初期位置への復元力を供給する。矢印１１により示されている運動と、

戻り運動とにおいてサクションボックス５は、軌道転輪１２によって案内される。こ
のような案内は、滑り軌道（ slide tracks)(図示せず）上でも行 。
【００１１】
　本発明によれば、サクションボックス５が少なくとも一側において、定置形負圧ボック
ス１３と境界を接している。サクションボックス５はその接続部１４が、負圧ボックス１
３のスロット状開口１５の中に突出している。密封手段１６，１７が、スロット状開口１
５と接続部１４との間に配置されている。サクションボックス５の下面は、傾斜した底面
プレートにより形成されている。底面プレートをこのように傾斜させて配置することによ
り、サクションボックス５の 圧性能 (hydraulic capacity)が増加する。
【００１２】
　図１及び図２に示す分離装置は、次のように作動する。サクションボックス５の中に負
圧を発生させることにより、サクションボックス５と移動するフィルタベルト１との間に
結合が形成される。フィルタベルト１に沿ってサクションボックス５が搬送され、分離さ
れるべき物質がサクションボックス５によって吸込まれ、負圧ボックス１３を介して排出
される。作業行程の終りに、公知の制御手段により負圧は 、これによりサクショ
ンボックス５は、フィルタベルト１から分離する。ピストン・シリンダユニット１０は、

復元のためのリセット力を発生させ、これによりサクションボック
ス５は、作業行程の開始位置に戻される。次いで、前述の動作が繰返される。
【００１３】
　図３に示されている別の実施例では、フィルタベルト１の一側に負圧ボックス２０が、
他側に負圧ボックス２１がそれぞれ配置されている。この実施例ではフィルタベルト１は
、その側部２２，２３が、 ボックス２１，２０それぞれの斜面部２４，２５の上にそ
れぞれ載っている。 ボックス 5 が負圧ボックス２０，２１に接続されている個所に密
封手段を設けることもできる。本実施例の作用は、図１の実施例の作用と同じである。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施例の斜視図であ る。
【図２】　図１の実施例における一部の断面拡大図である。
【図３】　別の実施例の斜視図であ る。
【符号の説明】
　１　エンドレスフィルタベルト
　２　駆動ローラ
　３　駆動ローラ
　４　供給ホッパ
　５　サクションボックス
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　６　格子
　７　弁
　８　弁
　９　排出手段
　１０　ピストン・シリンダユニット
　１１　矢印
　１２　軌道転輪
　１３　定置形負圧ボックス
　１４　接続部
　１５　スロット状開口
　１６　密封手段
　１７　密封手段
　２０　負圧ボックス
　２１　負圧ボックス
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【 図 ３ 】
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